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「みやぎ県北高速幹線道路」は県北地域の東西を
結び，広域的な連携を強化するとともに被災地の
復興支援や災害時の支援物資輸送等を担う「復興
支援道路」として，早急に整備を推進することと
しています。

みやぎ県北高速幹線道路Ⅳ期（築館工区）事業レポート
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【整備効果】
■防災道路ネットワークの構築を図ります。
◎整備により，有事の際に三陸縦貫自動車道に迅速かつ確実にアクセス可能となり，災害対応に
大きな効果を発揮することが期待されます。

■救急医療の支援が可能となります。
◎整備により，栗原中央病院～登米市民病院間の移動時間は約４分の短縮，登米市役所～石巻赤
十字病院間の移動時間は約17分短縮となり県北地域の救急医療体制の支援が可能となります。

■通過交通の排除による交通安全の確保が期待されます。
◎整備により，交通事故が多発する一般県道若柳築館線の交通はほぼ築館工区に転換し，交通量
が低減するため交通事故の削減が期待されます。

本事業レポートは，地域住民の皆様へ「みやぎ県北高速幹線道路Ⅳ期区間
（築館工区）事業」に関する最新の情報を定期的にお伝えするものです。
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宮城県北部土木事務所栗原地域事務所 道路建設班
〒987‐2251 宮城県栗原市築館藤木5‐1 栗原合同庁舎3階
電話： 0228‐22‐2189 E‐mail： nh‐khdbkd@pref.miyagi.jp

お問い合わせはこちらまで

Ⅳ期区間（築館工区）は加倉ＩＣと国道4号築館バイパスを結びます！

みやぎ県北高速幹線道路Ⅳ期区間（築館工区）は，みやぎ県北高速幹線道路Ⅰ期区間
と，国道4号築館バイパスを結ぶ広域交通ネットワークを形成する道路です。

現在の進捗状況

みやぎ県北高速幹線道路Ⅳ期区間（築館工区）については現在，下の図に示す（１），
（２）の区間について工事に着手し，工事用道路設置等を進めているところです。
今後，横断函渠工，地盤改良工，本線盛土工などに順次着手していくこととしております。
引き続き，用地買収を推進し，今年度は区間全線の工事着手を目指します。

②施工前

② 県道若柳築館線からの
工事用道路の設置を終えました。
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（１）工事着手済み

（２）工事着手済み
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① 国道4号からの工事用道路
を施工しています。
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